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上記品目に係る競合品目、競合企業及びその選定理由は以下のとおりです。 

 

 販売名/一般名 競合企業名 

競合品目 1 オテズラ/アプレミラスト アムジェン株式会社 

競合品目 2 ステラーラ/ウステキヌマブ ヤンセンファーマ株式会社 

競合品目 3 トルツ/イキセキズマブ 日本イーライリリー株式会社 

 

 

競合品目を選定した理由 

デュークラバシチニブは経口の乾癬治療薬でありながら、初めて、生物学的製

剤に近い有効性を持った新薬である。既存経口薬を上回る有効性と良好な安

全性プロファイルをもつことから、既存の経口薬の代替、および既存経口剤と

生物学的製剤の間のアンメットメディカルニーズを埋め、新たな治療オプシ

ョンを患者様に提供していく製品である。 

【競合品目１：アプレミラスト】 

本剤と同様に、本剤の主たる効能・効果である「尋常性乾癬」の効能・効果を
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有し、投与形態が同一であること、生物学的製剤の導入前に使用される尋常性

乾癬の全身療法であることから、本剤との類似性が高い。また、既存の経口の

乾癬治療薬の中では、最も使用されていることから[1]、本剤の競合品目として

選定した。 

【競合品目２：ウステキヌマブ】 

本剤の主たる効能・効果である「尋常性乾癬」の効能・効果を有し、既存の全

身療法で効果不十分な患者に使用されること、本剤と同様に IL-12及び IL-23

の受容体下流のシグナル伝達経路を阻害し免疫を調整するという薬理作用を

有することから、本剤との類似性が高い。 

【競合品目３：イキセキズマブ】 

本剤の主たる効能・効果である「尋常性乾癬」の効能・効果を有し、既存の全

身療法で効果不十分な患者に使用されること、2020 年 1－12 月における該当

適応症での売上高の上位 2 品目はウステキヌマブ、イキセキズマブであるこ

とから[2]、本剤の競合品目として選定した。 
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